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訳者 の 序文 


歴史 的 、 文 化 的 に みて 、 日 本 と イス ラー ム 世 界 は ほとん ど 没 交渉 で あっ た と 

いっ て も 決し て 過言 で は な い 。 交 渉 が 始め られ た の は 最近 の こと で あり 、 そ 

れ も 不 幸 に し て も っ ぱら 経済 的 な も の に 終始 し て いる の が か が 現状 で ある 。 研 究 

の 領域 に お いて も 、 近 来 真 撃 な 研究 者 た ちの 多 方 面 に わた る 成果 が 徐々 に 発 

表 さ れつ つ あ る が 、 研 究 の 伝統 の 浅い わが 国 に お いて は 、 い まな お 基本 的 な 
。 文献 の 研究 、 紹 介 が 不可 欠 な 段階 に ある と いえ る 


イス ラー ム 世 界 の 根幹 を な す 宗 教 イ スラ ー ム それ 自体 に つい て も 事情 は 同様 
で ある 。 イ スラ ー ム の 第 1 の 基礎 は も ちろ ん 『 聖 クル アー ン 』 で ある 。 幸い に 
し て これ に は すでに いく つか の 翻訳 が ある た め 、 一 般 の 読者 に も 原典 に あ た 
る こと が 容易 に な っ た 。 し か し 言語 的 に も まっ た く 異 な っ た アラ ビア 語 で 、 
預言 者 へ ムハンマド を 介し て 啓示 され た この 聖典 は 、 異 質 の 発想 、 奇 異な 表現 
を 多く 含ん で お り 、 環 境 、 発 想 を 異 に する 日 本 人 に は 、 適 当 な 注釈 書 な し に 
は な か な か 理解 し に くい 。 こ の よう な 勢力 は 、 残 念 な が ら こ れ ま で 少し も 払 
われ な か っ た の で ある 。 『 ク ルアー ン 』 以 外 に も イス ラー ム に は その 礎 と な 
り 、 そ の 聖典 理解 の 鍵 と も な る 預言 者 へ ムハンマド の 言行 を 記し た 伝承 ( hadit 
h ) が ある が 、 半 大 な 量 に の ぼる 預言 者 の 言行 録 も 、 こ れ ま で ほとん ど 紹 介 の 
労 が と られ て いな い 。 こ の よう な 事情 が 、 わ が 国 に お いて イス ラー ム 理 解 の 
。 大 き な 障 害 と な っ て いる の は 否め な い 事 実 で ある 


千 数 百年 前 、 日 本 で いえ ば 聖徳 太子 の 時 代 に 啓示 され た 『 ク ルアー ン 』 を 基 
幹 と する イス ラー ム と いう 宗教 が 破竹 の 勢い で 中 東 地域 を 中 心 に 広がり 、 今 
な お 7 億 あま り の 人 々 に 信奉 され て いる 秘密 は 一 体 何で あろ うか 。 ム スリ ム が 


多数 を 占め る イス ラー ム 世 界 に お いて 、 イ スラ ー ム は た ん に われ われ の 理解 
する か ぎり で の 宗教 に と ど ま ら ず 、 あ ら ゆ る 分 野 に お ける 知 的 活動 の 発想 の 
根元 と も な っ て いる の で ある 。 イ スラ ー ム 精神 の 現代 の 状況 へ の 適用 と いう 
点 で は 、 意 見 に 相違 が 見 られ る も の の 、 そ の 源 で ある イス ラー ム に た いし て 
、 人 々 は 確固 と し た 忠誠 心 を 持ち つづ け て いる の で ある 。 こ の 秘密 を 知る に 
は と に か く 原 典 に あたる し か な い 。『 ク ルアー ン 』 の 翻訳 が すでに 存在 する 
今 、 さ し あたり 必要 な の は 、 単 に 宗教 的 な 側面 ば か り で な く 、 社 会 的 ・ 文 化 
的 ・ 道 徳 的 と いっ た すべ て の 側面 を 包含 する イス ラー ム と いう 宗教 の 本 質 を 
端的 に 指示 し 、 説 明 す る よう な 原典 の 翻訳 で あろ う 。 こ の よう な 観点 か ら す 
る と 、 同 じ 趣 旨 に 基づき 編 ま れ た アン ナ ワ ウィ ー の 『40 の 伝承 集 』 の 翻訳 は 
。 、 時 宜 に か な っ た も の と いい うる の で ある 


ここ で 伝承 と 訳 さ れ た ハデ ィ ー ス は 、 ア ッ ラ ー か ら 啓 示 『 ク ルアー ン 』 を 下 
され た 預言 者 ヘ へ ムハンマド の 言行 を 伝え た 記録 で ある 。 こ の 類 い まれ な 、 世 に 
容れ られ た 預言 者 は 、 そ の イス ラー ム に 関す る 深く 正しい 理解 に 基づい て 、 
『 ク ルアー ン 』 の 精神 を 日 々 の 言動 の うち に 見 事 に 結晶 させ て いる 。 こ の よ 
うな 観点 か ら ム スリ ム は 、 ア ッ ラ ー 自 身 の 言 葉 で ある 『 ク ルアー ン 』 の 内 容 
に 厳密 に 従う と 同時 に 、 そ の 精神 の 正しい 具体 化 と いえ る 預言 者 へ ムハンマド 
に まつ わる 伝承 の 内 容 に 従う こと を 要請 され て いる の で ある 。 ち な み に こ の 
伝承 の 内 容 は 、 信 者 に より 「 踏 み 従わ れる べき 道 」 と いう 意味 で 、 ア ラビ ア 
語 で は スン ナ (Sunnah) 
と 呼ば れ て お り 、 本 書 に お いて は 科 単 に 「 言 行 」 と 訳 さ れ て いる 。 信 者 た る 
者 が この 言行 に 従う べき 根拠 と し て は 、『 ク ルアー ン 』 が 次 の よう に 指摘 し 
。 て いる 


同 
使徒 が あな た が た に 与え る も の は これ を 受け 、 あ な た が た に 禁じ る も の は 、 
) 避け な さい 。』 ( 第 S9 章 7 節 


お り に ふれ て 信者 た ち に 示さ れ た 預言 者 の 言行 は 、 聖 典 『 ク ルアー ン 』 の 精 
神 の 適切 な 具体 化 と し て 、 科 明 に し て 強い 説得 力 を 持つ も の で あっ た 。 そ れ 
は 信者 た ち に と りや や 難解 な 『 ク ルアー ン 』 を 真 に 理解 する た め の 鍵 と な っ 
た の で ある 。 先 に あげ た よう な 理由 か ら 、 イ スラ ー ム に お いて は 伝承 の か た 
ち で 後代 まで 伝え られ た 言行 は 、『 ク ルアー ン 』 を 補足 する 位置 に ある 。 し 


た が っ て 伝承 に 関す る 正しい 理解 は 、 ム スリ ム が 自ら の 信仰 を 完成 する た め 
に 必須 の も の で ある と 同時 に 、 一 般 識 者 が イス ラー ム な ら び に イス ラー ム 世 
。 界 に 正しい 認識 を も つ 上 で 、 必 要 不 可 欠 の こと な の で ある 


イス ラー ム に と り 基 本 的 な 資料 で ある 伝承 研究 は 、 イ スラ ー ム 学 の 中 で 一 専 
攻 科 を な し て お り 、 そ の 上 葛 録 に あたっ て は 、 古 来 それ 以上 期待 し そえ な い ほ ど 
の 厳密 な 配慮 が な され て きた 。 口 伝 的 な 性 格 を も つも の は 、 え て し て 伝承 者 
の 恋 意 に より 勝手 な 改 置 が 行なわ れる 可能 性 が 強い 。 し か し 学者 た ち は 本 文 
( matn ) の 前 に 必ず 長い 伝承 の 鎖 ( sanad ) を 付 し 、 本 文 の 内 容 が イス ラー 
ム の 精神 に 合致 する も の か 否 か 、 伝 承 の 鎖 が 完全 か 、 個 々 の 伝承 者 に 人 格 的 
な 欠陥 は な いか 等 々 の 問題 を 多く の 角度 か ら 検 討 し て 、 一 々 の 伝承 の 信 導 度 
を 定め て いる 。 こ れ ま で 個人 の 言行 に 関し て これ ほど 厳密 な 研究 が な され た 
例 を 知ら な い が 、 本 書 に 引か れ た 諸 伝 承 は と り わ け 信 韻 性 の 高い も の で あり 
念 の 余地 を さ し は さ み え な い 


先 に も 述べ た よう に 、 預 言 者 の 伝承 集成 は 膨大 な 量 に の ぼっ て いる 。 ア ル ブ 
ハー リー、 ム スリ ム 等 の 右 学 が 生涯 を か け て 葛 集 し た 伝承 集成 に は 多種 ある 
が 、 こ こ で は 燃 を 避け て 言及 を 控え て お く こ と に する 。 と まれ 済 輪 な これ ら 
の 集成 は 、 決 し て 一 般 の 人 々 が 読み 進め る 点 で 便利 な も の で は な い 。 し た が 
っ て 原著 者 が 序論 で 指摘 し て いる よう に 、 多 く の 学 者 た ち が 小 冊子 の 伝承 集 
を 編ん で いる が 、 僅 か な 伝承 を も と に イス ラー ム の 総合 的 な 理解 を 意図 し た 
NO MA の 20 
マー ム * ヤ フ ヤ ー・ イブン. シャ ラフ ッ デ ィ ー ン ・ アンナ ワウ ィ ー で 、、 ヒジ 
ュ ラ 暦 676 年 に 他界 し て いる 。 の その 科 明 に し 
て 合 的 な 性 格 の ゆえ に 、 以 後 ひ ろく イス ラー ム 世 界 で 愛読 され つづ け て い 
る 。 本 書 は 1976 年 に 1・ イ ブラ ー ヒ ー ム ・D・ ジ ョ ン ソ ン = デ ィ ヴ ィ ス 両 訳者 
の 手 に より ダマ スカ ス か ら 英 訳 が 出版 され て いる が 、 翻 訳 、 計 の 点 で この 訳 
書 を 活用 し た こと を 付記 し て お く 


最後 に 翻訳 の 技術 的 側面 に 関し て 若干 付記 する 。 7 な る べ 
く 原 義 に 治 う よう に 努 め た が 、 そ れ が 不可 能 な 場合 、 カ ギ カ ッ コ で 補足 し た 


い ) 


な お 、 証 は 類 雑 を 避け る た め 最 小 限 に と ど め た 。 ま た イー マー ン 、 イ フサ ー 
ン 等 適当 な 訳語 が 見 つか ら ず 、 原 語 が イス ラー ム の キイ ・ タ ー ム と し て 重要 
。 な も の で ある 場合 、 ア ラビ ア 語 を その まま 転記 する に と ど め た 


。 本 訳書 が 正しい イス ラー ム 理 解 の た め の 一 助 と な れ ば 望 外 の 幸せ で ある 


黒田 毒 郎 


イマ ー ム ・ ア ン ナ ワウ ィ ー の 序文 


讃え あれ アッ ラー、 万 世 の 主 、 諸 天 と 大 地 を くま な くし ろ し めし 、 万物 を 宰 
べら れる 御方 。 ま ぎれ も な い 微 、 明 白 な 証 を も っ て 正しい 導き を 広め 、 宗 教 
の 控 を 説く た め に 遣わ され た 御 使い た ちの 派遣 者 。 ア ッ ラ ー よ 、 こ れ ら すべ 
て の 御 使 い に 祝福 と 平安 を 授け た まえ 。 ま た 私 は 、 そ の 恵み た も うす べ て の 
皿 籠 の ゆえ に 心から アッ ラー を 讃え 、 い や ます 思 恵 、 慈 愛 を と を い 願う 者 で あ 
る 。 ま た アッ ラー の 他 に 神 は な く 、 ア ッ ラ ー こ そ は 並び な い 唯 一 の 神 に し て 
、 凌 威 こ の 上 も な く 、 惜 みな い 思 恵 と 赦し の 与え 手 で ある こと を 質 言 する と 
と も に 、 わ れ わ れ の 長 ム ハン マ ド が アッ ラー の 下僕 、 御 使い で あり 、 そ の 賞 
で 愛し た まう 者 で ある と 証言 する 。 ム ハン マ ド は いつ の 世 ま で も 奇 正 た りつ 
づけ る 豊 き クル アー ン と 、 導 き を 求め る 者 みな に 光明 を 投げ か ける その 言行 
の ゆえ に 、 格 別 の 栄 准 を 授け られ た 、 よ ろ ず の 被 造 者 に 優る 者 で ある 。 わ れ 
われ の 長 ム ハン マ ド は 、 そ の 確たる 言葉 、 宗 教 的 実践 に 示し た 寛容 の 精神 に 
お いて 比類 の な い 者 で ある 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 と その 余 の 預言 者 た ち 、 御 使い 
た ち 、 な ら び に 彼ら の 一 族 の すべ て と 他 の 敬 虚 な 信者 た ち に 祝福 と 平安 を 授 
。 けた まえ 


次 に 引く アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の 言 
葉 は 。 ア リー: イブン. アブ プー: ター リプ 、 ア プ ド ッ ラ ー ラ フラ: イブ ン ` マス 
ウー ド 、 ム アー ズ ・ イ ブン ・ ジ ャ バル 、 ア ブッ = ダル ダー ウ 、 イ ブン ・ ウ マル 
> イプ フン > アッ パー スズ 。、 ア ナチ ス ) イアン) マー リク 、 ア ブー。 フラ イラ 、 ア 
ブー・ サ ィ イード = ル = フ ドリ ー 
ー ア ッ ラ ー よ 彼ら すべ て を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に 基づき 、 さ ま ざ ま な 伝承 の 
。 鎖 を 経て 種々 の か た ち で 伝え られ て いる 


コ 
われ ら が 民 の た め 、 そ の 宗教 に 関す る 40 の 伝承 を 記憶 し 、 伝 えた 者 は 、 故 判 
「。 の 日 に アッ ラー に より 法学 者 、 宗 教学 者 の 一 員 に 加え られ る で あろ う 


他 の 伝承 に よれ ば (後半 の 部 分 は ] 、「 アッラー は 故 判 の 日 に 彼 を 法学 者 、 

宗教 学者 と な され る で あろ う 」、 と な っ て いる 。 ま た アブ ッ = ダ ル ダ ー ウ の 伝 
承 で は 、「 審 判 の 日 に 私 は 彼 の と りな し 手 、 証 人 と な ろう 」、 イ ブン ・ マ ス 
ウー ド の 伝承 で は 、「 彼 は 伝え られ る で あろ う 。『 望 み の 門 か ら 楽 園 に 入れ 
』」 と な っ て いる 。 イ ブン ・ ウ マル の 伝承 は 、「 宗 教学 者 の 一 人 と し て 登録 
され 、 来 世に お いて 導 教 者 と し て 生れ か わる で あろ う 」 と し て いる が 、 伝 承 
学者 た ち は 、 こ の 伝承 に は 数 多く の 鎖 が ある が 、 信 韻 性 の 弱い も の で ある と 

。 いう 点 で 意見 が 一 致し て いる 


宗教 学者 た ち 一 アッ ラー よ 彼 ら を 嘉 し た まえ 一 は 、 こ の よう な 趣旨 か ら 無 数 
の 著書 を 著 し て いる 。 私 の 知る 限り で は 、 最 初 に この よう な 著作 〔40 の 伝承 
の 編著 ] を も の し た の は アブ ドッ ラー フ ・ イ ブ ヌ = ル = ム バー ラク で あり 、 つ 
いで 神 性 に つい て 通 暁 し た 学者 イブ ン ・ ア スラ ム ・ ア ッ ト ウ ゥ ウー シー、 ア ル ハ 
サン ・ イ ブン ・ ス フ ヤ ー ン ・ ア ン ナ サー イー、 ア ブー・ バ クル ・ ア ルアー ジ 
ュ ッ リー、 ア ブー・ バ パク ル ・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ イ ブラ ー ヒ ー ム ・ ア ルイ 


ス フ ァ ハー ニー、 ア ッ ダ ー ラ クト ニー、 ア ル ハ ー キ ム 、 ア ブー・ ス アイ ム 、 
アブ ー・ ア ブ ド ッ ラフ マー ン ・ ア ッ ス ラミ ー、 ア ブー・ サ イー ド ・ ア ル マ ー 
リー ニー、 ア ブー・ ウ スマ ー ン ・ ア ッ サ ー ブ ー ニ ー、 ア ブ ド ッ ラー フ ・ イ ブ 


ン ・ ムハンマド ・ ア ルアン サー リー・ ア ブー・ バ クル ・ ア ル バ イ ハ キ ー 等 、 
。 上 代 、 後 代 を 通じ て 無数 の 人 々 が こう し た 著述 を 行なっ て いる 


私 は 、 こ れ ら イス ラー ム の 還 越 し た 指導 者 、 宗 教 の 護り 手 を 模 依 し て 40 の 伝 
。 承 を 編む に あたり 、 至 高 の ア ッ ラ ー の 良き 導き を 求め た 


宗教 学者 は 、 そ れ が 善行 に 関わ る も の で ある 限り 、 信 韻 性 の 弱い 伝承 を も 実 
行 に 移す こと を 許し て いる 。 た だ し 私 は その よう な 伝承 に よら ず 、 御 使い 一 
アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の 正しい 伝承 に の み 依 拠 し た 。 〔 
その 中 に は 次 の よう な 言葉 が ある 。〕) 「 な ん じ ら の 証人 に は 、 そ の 場 に 居合 
せめ ぬ 者 に (真実 を 〕) 伝え させ よ 。」 ま た 御 使い 一 アッ ラー よ ょ 彼 に 祝福 と 平安 
を 与え た まえ 一 の 言葉 に は 、 つ ぎの よう な も の も ある 。 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の 


言葉 を 耳 に し て それ を 心 に 論 ん じ 、 耳 に し た その まま を 伝え る 者 (の 顔 に 〕 
輝き を 与え た まえ 。」 ま た ある 宗教 学者 た ち は 、 宗 教 の 基本 要項 また は それ 
か ら 分 れ た 諸 細 目 、 例 えば 聖戦 や 禁欲 的 修行 、 あ る い は 立 居 振舞 い の 規 範 、 
説教 と いっ た 特定 の 問題 に 関し て 40 の 伝承 を 編ん で いる 。 こ れ ら の 著述 は す 
べ て 正しい 意図 の も と に 成 さ れ て お り 、 こ の よう な 意図 を も つ 者 は アッ ラー 
の 御 心 に か な う 者 と いえ よう 。 た だ し 私 は 、 こ の 40 の 伝承 の 編著 を 先 に あげ 
た も の より 一 層 重 要 で ある と 考え て いる 。40 の 伝承 は 上 述 の 趣旨 すべ て を 包 
合 し 、 同 時 に その 一 々 の 伝承 は 、 宗 教学 者 が 「 イ スラ ー ム の 要 」、「 イ スラ 
ー ム の 大 半 」、「 イ スラ ー ム の 3 分 の 1」 等 と 述べ た よう な 、 偉 大 な 宗教 的 礁 
の 一 つ に 当る も の で な く て は な ら な い 。 さ ら に この 編著 に お いて は 、 各 々 の 
伝承 は 真正 疑う べから ざる も の で あり 、 そ の 大 半 が アル ブ ハ ー リ ー と ム ス リ 
ム の 『 サ ヒー フ 』 か ら 引 用 さる べき で あろ う 。 引 用 に あたり 私 は 、 ア ッ ラ ー 
の 御 心 の も と に 暗 褒 を 容易 な らし め 、 そ の 利益 を さら に 一 般 的 な も の と する 
た め に 、 〔 類 雑 な 〕) 伝承 の 鎖 を 記す こと を せ ず 、 後 に 難解 な 表現 を 明らか に 
。 する 計 釈 を 付 し た 


来世 に 心 を 至 す 者 は すべ て 、 こ こ に 引か れ た 諸 伝 承 に 精通 し な けれ ば な ら な 

い 。 こ れ ら は きわ め て 重要 な 事柄 を 含ん で いる と と も に 、〔 ア ッ ラ ー に た い 

する )〕 従順 の 諸相 に 関す る 警告 を 備え も っ て いる の だ か ら 。 問題 を 熟慮 する 

者 に と っ て は 、 こ と は 明白 で ある 。 ひ と え に ア ッ ラ ー を 信じ 、 ア ッ ラ ー の み 

に 縄 り 、 帰 伏し た て まつ る 。 讃 嘆 と 恩 龍 の 主 に し て 、 成 功 と 〔 衰 を 許さ ぬ 
。 〕 清浄 さ の 源 た る 御方 に 


第 1 の 伝承 
信者 た ちの 長 [11、 ア ブー・ ハ フス ・ ウ マル ・ イ ブ ヌ = ル = ハ ッ タ ー ブ I2]1 一 アッ 
ラー よ ょ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 ] に よる 。 彼 は 伝え て いる 。 私 は アッ ラー の 
。 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 が 言わ れる の を 聞い た 


行為 と は 意志 に も と づく も の で あり 、 人 は みな 自ら の 意志 し た 事柄 の 所 有 者 
で ある 。 し た が っ て アッ ラー と その 御 使い の た め に 聖 乱 に 参加 し た 者 は 、 ア 
ッ ラ ー と その 御 使 い の た め に 聖 乱 [41 を 行なっ た の で あり 、 現 世 の 利 益 、 結 婚 


相手 の 女 の た め に 聖 居 に 加わ っ た 者 は 、 そ れ ら の た め に 聖 朋 を 行なっ た に す 
。 ぎ な い 


この 伝承 は 、 伝 承 学 の 大 家 で ある 2 人 の イマ ー ム 、 ア ブー・ ア ブ ド ッ ラー フ ・ 

ムハンマド ・ イ ブン ・ イ スマ ー イ ー ル ・ イ ブン ・ イ ブラ ー ヒ ー ム ・ イ ブ ヌ = ニル 

= ムギ ー ラ ・ イ ブン ・ バ ルディ ズバ ・ ア ル ブ ハ ー リ ー と 、 ア ブ = ェ ル = フ サイ ン 

・ ムスリム ・ イ ブ ヌ = ニル = ハッ ジャ ー ジ ・ イ ブン ・ ム スリ ム ・ ア ルク シャ イリ 

ー・ ア ン ナ イサ ー ブ ー リ ー の 各 『 サ ヒー フ 』[S] 中 に 記載 され て いる 。 ち な み 

に この 両 『 サ ヒー フ 』 は 、 著 述 (61| の 中 で も も っ と も 信 彰 性 の 高い も の と いう 
。 評価 を うけ て いる 


アミ ー ル ・ ル ・ ム ウミ ニー ン / 信者 た ちの 長 と は 、 カ リフ た ち に 与え られ る 
。 呼称 


第 二 代 目 正統 カリ フ Y 


6 
直接 預言 者 か ら 伝承 を 耳 に し て いる 人 物 を 権威 と し た 。 伝承 は 普通 以下 の よ 
うな 鎖 ( 伝 承 27 往 3) 参照) を 持っ て いる 。「 こ の 伝承 は E に より 伝え られ 
た も の で ある 。E は D か ら 、D は C、C は B、B は A か ら 伝 え 聞 き 、A は 預 
言 者 が 言わ れる の を 聞い た 。」 こ の 場合 、 も ちろ ん A が 権威 と な る 。 ち 
。 な み に 本 書 で は 類 雑 を 避け 、 多 く の 場 合 B 以下 は 省略 され て いる 


6 
聖和 居 は マッ カ ( メ ッ カ ) か ら ア ル マ デ ィ ー ナ (メデ ィ ナ ) へ の ムハンマド ( 彼 の 上 
。 に 祝福 と 平安 あれ ) の 移住 を 指す 
ら 
サ ヒ ー フ 』 は 真正 伝承 大 成 」 の 意 。 本 文中 に ある よう に 、 ア ルプ ブ ハー リー 
と ムスリム の 『 サ ヒー フ 』 は 伝承 学 中 で 欠か すこ と の 出来 な い 重 要 な 集大成 


oO 


。 ここ で は 伝承 集成 の 著述 を さす ヽ 


第 2 の 伝承 
この 伝承 も また ウマ ル 1 一 アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 
。 伝え て いる 


ある 日 われ われ が アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た ま 
えー と 一 緒 に 汗 り こん で いる と 、 真 白 な 服 を 身 に まとい 、 真 黒 な 髪 を し た 男 
が こち ら に や っ て きた 。 こ の 男 に は 旅 を し て きた と いう 風情 は 少し も な か っ 
た が 、 わ れ わ れ は 誰 も 彼 を 知ら な か っ た 。 彼 は 預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 
と 平安 を 与え た まえ 一 の 前 に 膝 と 膝 を つき あわ せ て 座り 、 両 の 掌 を 両 服 の 上 
に 置い た 姿勢 で こう 誌 ね た 。「 ム ハン マ ド よ 、 イ スラ ー ム に つい て 説明 願い 
た い 。」 す る と アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 
ー は 答え た 。「 イ スラ ー ム と は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は ア 
ッ ラ ー の 御 使い で ある と 証言 し 、 礼 拝 を 行ない 、 喜 捨 2 を 払い 、 ラ マダ ー ン 
月 に 断食 し 、 可 能 な 場合 に 【 ア ッ ラ ー の 〕) 家 3 に 巡礼 を 果す こと で す 。」 す 
る と 男 は いっ た 。 「 そ の 通り だ 。」 わ れ わ れ は 預言 者 に この よう な 質問 を し 
。 、 そ の 答え に 青く 男 に 驚き の 眼 を み は っ た 


男 は また 訳 ね た 。「 そ れ で は イー マー ン 4 〔 信 仰 ] に つい て 説明 し て 欲し い 
。 」 す る と 預言 者 は 答え た 。「 そ れ は アッ ラー と その 諸 天 使 、 (啓典 の 〕 書 
と 使徒 た ち 、 審 判 の 日 、 善 悪 二 つの 相 を も っ て 【〔 ア ッ ラ ー が 定め た まう 〕 宿 
命 を 信ずる こと で す 。 」 男 は 「 そ の 通り 」 と 繰り 返し て か ら 誠 ね た 。「 そ れ 
で は イフ サー ン 5 〔 善 行 ] に つい て 話し て 欲し い 。」 預 言 者 は 答え た 。 「 そ 
れ は 貴方 が まじ まじ と アッ ラー を 見 る よう に 彼 を 敬い 素 の め る こと で す 。 貴 方 
が 眼 に し て いな く と も 、 ア ッ ラ ー は 貴方 を 見 て お られ る の で すか ら 。」 そ し 
て 男 が 件 の 時 〔 最 後 の 審 判 の 日 〕] に つい て 計 ね る と 、 預 言 者 は 答え た 。 「 そ 
の 問題 に つい て は 、 対 ね られ た 者 も 誠 ね 手 以上 に 知っ て いる 訳 で は あり ませ 
ん 。 」 男 が さら に その 【〔 時 が や っ て くる )〕 徴候 に つい て 誤 ね る と 預言 者 は こ 
う 答 えた 。 「 奴隷 女 が 女 主人 を 産み 6 、 ま た 貴方 は 、 は だ し で 素っ裸 の 文 な 
し 牧 童 ども が 、 競 っ て 豪華 な 威 堂 を 建て る 姿 を 見 か ける で し ょ う 。」 そ こ で 
男 は 立ち 去り 、 私 は その まま 暫 ら くじ っ と し て いた が 、 預 言 者 が こう 対 ね ら 
れ た 。「 ウ マル よ 、 い ろ い ろ も の を 訳 ね た あの 人 が 誰 だ か 解る か ね 。」 私 は 


えた 。「 ア ッ ラ ー と その 御 使い (だけ 〕) が 御存知 で す 。」 す る と 預言 者 は 
われ た 。「 あ の 方 は 天使 ジリ ー ル 7 だ よ 。 お 前 た ち に お 前 た ちの 宗教 に 
「。 つ いて 教え る た め に いら っ し や ゃ っ た の だ 


下 噌 


。 これ は ムスリム に より 伝え られ た 伝承 で ある 


。 上 述 の 2 代目 正統 カリ フ 、 ウ マル イブ ヌ = ェ ル = ハ ッ タ ー ブ の こと 1 
2 


救貧 税 と も 訳 さ れる が 、 信 者 の 富 に 応じ て 課さ れ 、 貧 者 に 分 け 与 えら れる 
o ー 種 の 税 
。 マッ カ に ある カアバ の こと 3 
4 
イー マー ン は 通常 「 信 仰 」 と 訳 さ れる が 、 イ スラ ー ム に お いて 基本 的 な 用 語 
。 で ある た め 、 ア ラビ ア 語 の まま 記す 
5 


イフ サー ン は 一 応 割 証 と し て 善行 と いう 訳 を 付 し て お いた が 、 特 殊 の 宗教 的 
意味 合い が ある た め 、 言 語 の まま に し て お く 。 こ の 語 の 訳 と し て は 辞 


書 中 に 善行 善 慈善 誠意 等 の 語 が 見 られ る が 、 語 根 は に 精 
通す る に 熟達 し て いる の 意味 を 持ち 、 本 書 中 の 伝承 17 に この 用 法 
。 が 見 ら れる 
6 


この 表現 に は 種々 の 解釈 が ある 。 例 えば アン ナ ワ ウィ ー は 注釈 中 で 次 の よう 
な 解釈 を 記し て いる 。 つ まり 奴隷 女 た ち が の ち に 自由 の 身 と な る 息子 や 娘 を 
産み 、 し た が っ て 子供 た ち が 親 の 主人 と な る 。 ま た 普通 'amah 
と いう 言葉 は 奴隷 女 を 意味 する が 、 わ れ わ れ 人 間 は 全て アッ ラー の 奴隷 、 
し も べ で ある と いう 点 で 、 全 て の 女性 を も 意味 する 。 そ の 場合 この 個所 は 
子供 た ち が 少 し も 母親 を 尊敬 せ ず 、 彼 女 ら を 奴隷 の よう に 扱う と き が 来る で 
あろ う と いう 意味 に な る 。 計 釈 者 た ち に よれ ば rabbah 


と いう 語 は 女 主 人 の み で な く rabb 
。 つ まり 男 の 主 人 の 意 を も 含む と 言っ て いる 


。 ジブリール は 主 天使 、 一 般 に は ガブ リエ ル の 名 で 親しま れ て いる 7 


第 3 の 伝承 
ウマ ル ・ イ ブ ヌ = ニル = ハッ ター ブ の 息子 、 ア ブー・ ア ブ ド ッ ラフ マー ンー アッ 
。 ラー よ 彼 ら 両 名 を 頭 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


私 は アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 が こう 
。 われ た の を 聞い た 


中 


イス ラー ム は 5 つの 〔 柱 の 〕 上 に 建て られ て いる 。 つ まり アッ ラー 以外 に 神 は 

な く 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の 使徒 で ある と 証言 する こと 。 な ら び に 礼拝 を 

行ない 、 喜 捨 1 を 払い 、〔 ア ッ ラ ー の 〕 家 2 に 巡礼 し 、 ラ マダ ー ン 月 に 断食 
。 する こと で ある 


。 こ の 伝承 は せ 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


第 2 の 伝承 の 計 (2) 参 照 1 


第 2 の 伝承 の 計 (2) 参 照 2 


第 4 の 伝承 
アブ ー・ ア ブ ド ッ ラフ マー ン ・ ア ブ ド ッ ラー フ ・ イ ブン ・ マ スウ ー ド ー ア ッ 
。 ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


つね に 真実 を 語り 、 そ の 言葉 が 正しい と 信じ られ て いた アッ ラー の 御 使い 一 
。 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 は 、 つ ぎの よう に 述べ られ た 


お 前 た ち が 創 られ る お り に は 、 母 親 の 腹の中 で 40 日 間 精子 が 宿り 1、 そ れ か ら 
同じ 期間 凝 笑 と た なり 、 つ いで 同じ 期間 肉 塊 と な る 。 そ の 後天 使 が 遣わ され て 
霊 を 吹き こむ が 、 こ の 天使 は さら に 4 つの 仕事 2 を する よう 命ぜ られ て いる 。 
つま り (生れ て くる 者 の 〕 生業 3、 命 の 長 さ 、 行 為 、 幸 ・ 不 幸 を 書き と め る こ 
と で ある 。 と ころ で 唯一 無 二 の 神 で ある アッ ラー に 将 っ て いう が 、 お 前 た ち 
の ある 者 は 、 楽 園 の 徒 の 行為 に いそ し み も う 少 し で 天国 と いう と ころ で 、 こ 
の 帳 薄 に 記さ れ た こと 4 に 災い され 、 凛 火 5 の 徒 の 行為 に 腕 っ て 地獄 に お ちる 
。 だ が また ある 者 は 、 計 火 の 徒 の 行為 に 腕 り すん で の と ころ で 地獄 行き と い 
うと ころ で 、 帳 簿 に 記さ れ た こと が 幸い し て 、 楽 園 の 徒 の 行為 に いそ し み 天 
。 国 に 入る 


。 こ の 伝承 は アル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


。 原文 で は 創造 が 精子 と し て 集め られ と な っ て いる が 意訳 し た 


。 原文 は 言葉 と な っ て いる が 意 


紅 


し た Y 


ヤ 
rizqd と いう 語 は 、 こ の 語 以外 に 日 々 の 糧 財産 現世 に お ける 運 アッ 
。 ラー か ら 授 か る 糧 な どの 意味 が ある 
2 
天使 は 上 記 の 四 つ の 事項 を 帳簿 に 書き と め て お く 。 そ こ に 既に 来世 の 命運 が 
。 書き 記さ れ て いる わけ で ある 


。 凛 火 と は 地獄 の 序 火 で あり 、 そ れ は し ば し ば その まま 地獄 を 意味 する 


第 $ の 伝承 
信者 た ちの 母 1、 ウ ン ム ・ ア ブ ド ッ ラー フ 、 ア ー イ シャ ー ア ッ ラ ー よ 彼女 を 
。 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼女 は 伝え て いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 申 さ れ ま し 
。 た 


われ われ の この 問題 2 に つい て 、 そ れ に 相応 し く な いこ と を 主張 する 者 3 が い 
。 る が 、 そ の よう な 連中 の 考え は 拒否 し な けれ ば な ら な い 


この 伝承 は アル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる が 、 ム スリ ム は つぎ 
。 の よう な 伝承 も 記載 し て いる 


われ われ の 事柄 4 と 反する 行為 を 行なう 者 が ある が 、 そ の よう な 連中 の 行為 は 
。 拒否 し な けれ ば な ら な い 


。 預言 者 の 妻 を 指す 呼称 ! 
。 すなわち イス ラー ム の 宗教 上 の 問題 バ 
。 本 来 そ れ に 該当 し な い 、 も し く は 由来 し な い 新た な 主張 を 唱え る 者 の 意 Y 


。 計 (②) と 同じ %s 


第 6 の 伝承 
バシ ー ル の 息子 、 ア ブー・ ア ブ ド ッ ラー フ ・ ア ン ヌ アマ ー ン ー ア ッ ラ ー よ 彼 
。 ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


私 は アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 が こう 言 
。 われ る の を 聞い た 


許さ れ た こと 1 は 明らか で あり 、 禁 じ ら れ た こと 2 も また 明瞭 で ある が 、 そ の 
中 間 に は 多く の 人 々 が 知り そえ な いさ ま ざ ま な 疑わ し い 事 柄 が ある 。 し た が っ 
て 疑わ し い 事 柄 を 避け る 者 は 、 自 分 の 宗教 、 名 準 に 関し て 〔 過 ちから 〕 免れ 
る が 、 そ れ に 足 を 踏み 入れ る 者 は 禁じ られ た 行為 を 犯す こと に な る 。 こ れ は 


ちょ うど 聖域 の まわ り で 動物 を 飼う 牧 童 3 が 、 聖 域 の 中 で 動物 に 草 を 食 ませ る 

危険 を 置 す よう な も の で ある 。 ま こと に 王者 は 誰 し も 聖域 を も っ て いる が 、 

アッ ラー の 聖域 と ほそ の さま ざま な 禁 信 で ある 。 ま こと に 肉体 の 中 に は 一 片 

の 肉 が あり 、 そ れ が 健全 な 場合 肉体 は すべ て 健全 だ が 、 そ れ が 腐る と 肉体 も 
。 すべ て 腐っ て し まう 。 そ の 【〔 一 片 の 肉 〕) と は 心 の こと に 他 な ら な い 


。 こ の 伝承 は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


。 原語 ハラ ー ル と は 宗教 で 許さ れ た こと 、 許 され た 行為 を 指す 
。 原語 ハラ ー ム と は 宗教 で 茜 じ られ た こと 、 禁 じ ら れ た 行為 を 指す 
ヤ 


聖域 中 で 動物 に 草 を 喰 ま せ て は な ら な い が 、 え て し て その 周囲 で 動物 を 飼う 
。 牧 童 は 知ら ぬ 間 に その 禁 を 破っ て し まい が ち で ある 


第 7 の 伝承 
アブ ー・ ル カイ ヤ ・ タ ミー ム ・ イ ブン ・ ア ウス ・ ア ッ ダ ー リ ー 一 アッ ラー よ 
彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 預 言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与 
。 えた まえ 一 は こう 述べ られ た 


コ 

宗教 と は 誠実 さ 1 の こと で ある 。」 そ こ で われ われ は 訳 ね た 。「 そ れ は 誰 に 
対す る (誠実 さ 〕】 で し ょ う 。」 す る と 預言 者 は 答え られ た 。「 ア ッ ラ ー と そ 
「。 の 御 使い た ち 、 ム スリ ム の 指導 者 た ち 、 一 般 の ムスリム に 対し て で ある 


。 この 伝承 は ムスリム が 伝え て いる 


1 
アラ ビア 語 の 原語 は masihan で ある が 、 こ の 語 に は 多く の 意味 が ある 。 一般に 
は 忠 言 の 意 で ある が 、 こ の 文脈 に は 妥当 で な い 。 ち な み に こ の 語 に は あ 
る 人 間 に 対 し 、 も し く は ある 状況 に 診 いて 正しく 振舞 うこ と 廉 直 さ 
。 潔 さ 等 の 意味 が ある 


隙 


第 8 の 伝承 
ウマ ル の 息子 1 一 アッ ラー よ 彼 ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 ア ッ ラ 
。 一 の 使者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 語ら れ た 


私 は 人 々 が 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の 御 使い で あ 

る と 証言 し 、 礼 拝 を 行ない 、 喜 捨 を 払う よう に な る まで 彼ら と 戦う 2 よう 【〔 ア 

ッ ラ ー の )〕 命令 を 受け た 。 こ れ ら を 行ない さえ すれ ば 人 々 は 生命 3、 財 産 を 保 

証 さ れる の で ある 。 た だ し イス ラー ム の 理念 に 照ら し て 〔 罰 を 受け る に 相応 

し い 行 な い を し た 場合 は 〕 別 だ が 。 と まれ 彼ら は 、 至 高 の ア ッ ラ ー に より 評 
。 価 を 受け る の で ある 


。 こ の 伝承 は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


第 2 の 伝承 計 (1) 参 照 


Y 
イス ラー ム は 、 確 信 に よる 改宗 を 主張 し て いる 。『 聖 クル アー ン 』 は いっ て 
いる 。「 宗 教 に 強制 が あっ て は な ら な い 。」 ま た 次 の よう な 個所 も ある 。「 英 知 
と 正しい 誘い を 持っ て あな た の 主 の 道 に 誘 え 。 人 々 に 対し 最も 妥当 な 説得 を 
出 。 特 つ 写 と だ 


聖戦 は ムスリム の 土地 に 攻撃 を 仕掛 ける 敵 、 穏 健 な 手段 に より な され る イス 
ラー ム の 宣教 活動 を 妨害 する 者 、 背 信者 と いっ た 特殊 の 範 時 に 入る 人 々 に 対 
し て の み 行 われ る 。 具体 的 な 歴史 的 事実 に 隠 らし て も 、 俗 に いう コー ラン 
か 剣 か と いっ た イス ラー ム 理 解 が 誤っ て いる こと は 既に 学会 で も 通説 と な 


っ て いる 。 古来 被 占 領地 の 異教 徒 も 人 頭 税 を 払い さえ すれ ば 、 生 命 、 財 産 と 
。 信教 の 自由 を 保障 され て いた の で ある 


。 原語 は 血 。 こ こ で は 意訳 し た Y 


第 9 の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラ ・ ア ブ ド ッ ラフ マー ン ・ イ ブン ・ サ クル ー ア ッ ラ ー よ 彼 を 
。 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


中 


私 は アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 が こう 
。 われ る の を 聞い た こと が ある 


私 が お 前 た ち に 禁じ た こと を 遠ざけ よ 。 そ し て 私 が 命じ た こと に 全力 を つく 
せ 。 先 人 た ち が 滅 び た の は 、 無 導 に あれ これ と 誠 ね まわ り 1、 自 分 た ちの 預言 
。 者 に 痛い た か ら で あ る 


。 こ の 伝承 は せ 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


原文 で は 彼ら の 多く の 質問 が と な っ て いる 。 預 言 者 た ちの 言葉 を 信用 せ ず 
。 、 根 掘り 葉 掘 り 質問 する だ け の 態度 を 指す 


第 10 の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て 
。 いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ 
な 7 


至高 の アッ ラー は 善 で あり 、 善 し か 受け 入れ な い 。 ま さ に アッ ラー は 信者 に 
た いし 、 使 徒 た ち に 命じ られ た こと と 同じ こと を な す よ う 命 ぜ ら れ て いる の 
。 で ある 。 至高 の アッ ラー は 申 さ れ て いる 


コ 


使徒 た ちよ 、 美 味 い も の 1 を 遠慮 な く 食 べ て よい 。 そし て 善行 を な す の だ 2。 
」 ま た 至高 の アッ ラー は こう も 申 さ れ て いる 。 「 信 仰 す る 者 よ 、 わ れ ら が な 
ん じ に 特に 備え て や っ た 美味 いも の を 充分 に 食べ る が よい 。3」 そ れ か ら 彼 は 
長旅 で 髪 と り 乱 し 、 均 だ ら け の 男 の 話 を され た 。 男 は 両手 を 空 高く か か げ 、 
「 あ ゝ 主 よ 、 あ ゝ 主 よ 」 と 【〔 助 け を 求め て 叫ん で いる 〕) 。 だ が 彼 の 食べ も の 4 
は 宗教 で 禁じ られ た も の で あり 、 飲 み も の 、 衣 服 に つい て も 同様 で 、 〔 要 す 
る に ) 禁じ られ た も の で 食い つない で いる の で ある 。 こ ん な 男 の 願 い が ど う 
。 し て 叶え られ よう か 


。 この 伝承 は ムスリム が 伝え て いる 


美味 し いも の tayyibaat は 、 前 出 の 善 tayyib と 同 根 の 語 で ある 。 本 来 は 善い 食 
。 べ 物 の 意 


。 クル アー ン 』 第 23 章 S1 節 』Y 
。 クル アー ン 』 第 2 章 172 節 』Y 


原 意 は 栄養 を 与え られ て いる の 意 * 


第 11 の 伝承 
アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の 孫 で アリ ー 
・ イ ブン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ の 息子 に あたり 、 御 使い に 特別 の 愛情 を 寄せ ら 
れ た 1 アブ ー・ ム ハン マ ド ・ ア ル ハ サン ーー ア ッ ラ ー よ 彼 と その 父 を 嘉 し た まえ 
。 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


私 は アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の 〔 口 か 
。 ら 聞 いた 〕) つぎ の よう な 言葉 を 覚え て いる 


。 お 前 の 疑い を 誘う も の を 遠ざけ て 、 疑 念 の 余地 の な いも の を と れ 


この 伝承 は アッ ティ ルミ ズィー と アン ナ サ ー イ ー2 の 2 人 が 伝え て いる が 、 ア 
。 ツテ ィ ル ミズ イィ イー は これ を 優れ た 正しい 伝承 だ と し て いる 


原文 に は rayhanah 薫 り 高き 花 と い う 表 現 が 用 いら れ て いる 。 こ の 表現 は 預言 
者 が 特に 孫 の ア ル ハ サン 、 ア ルフ セイ ン に 用 いた 呼称 。 彼 ら の 父 は 、 預 言 者 
。 の 娘 婚 で 第 4 代 正 統 カ リフ の アリ ー・ イ ブン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ で ある 
Y 
アッ ティ ルミ ズィー と アン ナ サ ー イ ー は 、 正 統 派 で 公認 され て いる 6 人 の 伝承 
編者 に 入る 。 ち な み に 彼 ら 以 外 に 公認 され て いる 編者 は 、 上 述 の アル ブ ハ ー 
。 リー、 ム スリ ム の ほか に 、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ で ある 


第 12 の 伝承 
アブ ー フラ イラ ー ア ッ ラ ー ょ よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て 
。 いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ 
・ 


関わ り の な い 問 題 を 必 つて お く こ と は 、 良 き ム スリ ム た る こと 1 の 一 部 で ある 


oO 


。 アッ ティ ルミ ズィー その 他 が 伝え て いる 優れ た 伝承 で ある 


・ 誕 


。 原文 で は 男 が イス ラー ム を 信ずる 美 点 と いっ た 意味 に な っ て いる 


第 13 の 伝承 
アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の 従 僕 ア ブー 
・ ハム ザ ・ ア ナス ・ イ ブン ・ マ ー リ クー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 が 、 預 
言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 か ら 聞 いた と いう 伝承 。 そ 
。 れ に よれ ば 預言 者 は こう 言わ れ て いる 


自分 自身 を 愛す る よう に 兄弟 を 愛す まで は 、 誰 一 人 信者 と いう こと は で き な 
。 い 


。 こ の 伝承 は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


第 14 の 伝承 
イブ ン ・ マ スウ ー ド ー ア ッ ラ ー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え 
。 て いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ 
。 た 


つぎ の 3 つ に 該当 し な いか ぎり 、 ム スリ ム の 血 を 流す こと は 許さ れ な い 。 結婚 
し た 男 が 到 通 し た 場合 。 一 人 の 生命 に た いす る 一 人 の 生命 1。 宗 教 を 棄て 【〔 ム 
。 スリ ム の )〕 共同 体 を 離れ た 場合 


。 こ の 伝承 は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


1 
いわ ゆる 目 に は 目 を 」 の 同 肖 復 讐 法 の ケー ス で ある ある 親族 、 味 方 の 一 員 
が 不法 に 殺さ れ た 場合 、 そ れ に 報復 する 権利 が ある が 、 こ れ は 誤 け う る 限り 
避け る べき だ と され て いる 。 原文 で は 「 一 人 に 対す る 一 人 と な っ て いる が 
o 意訳 し た 


第 15 の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー ょ よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
。 の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ た 


アッ ラー と 最後 の (審判 の 〕 日 を 信ずる 者 は 、 口 を ひら け ば 良き 言葉 を 語り 

、 さ も な けれ ば 口 を ふさ いで いる べき で ある 。 ア ッ ラ ー と 最後 の 日 を 信ずる 

者 は 、 隣 人 に 対し 寛大 で あら ね ば な ら な い 。 アッラー と 最後 の 日 を 信ずる 者 
。 は 、 客 を 遇 する に 芽 大 で な けれ ば な ら な い 


。 こ の 伝承 は せ 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 に より 伝え られ て いる 


第 16 の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て 
。 い る 


ある 男 が 預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 に 言っ た 。「 な 

に と ぞ 私 に 助言 を 与え て 下さ い 。」 す る と 預言 者 は 言わ れ た 。 「 腹 を 立て ぬ 1 

こと だ 。」 男 は また 何 度 か (同じ 言 葉 を 〕 繰り 返し た 。 預 言 者 は また 「 腹 を 
。 立て ぬこ と だ 。」 と 言わ れ た 


。 これ は アル ブ ハ ー リ ー に より 伝え られ て いる 伝承 で ある 


アン ナ ワ ウィ ー は その 証 釈 の 中 で 、 怒 り が 人 間 の 本 性 に 基づく も の で ある と 


し 、 こ の 伝承 が その よう な 感情 に 負け ぬ よ う 人 々 に 促し て いる と 言っ て いる 


oO 


第 17 の 伝承 
アブ ー・ ヤ アラ ー・ シ ャ ッ ダ ー ド ・ イ ブン ・ ア ウス ー ア ッ ラ ー よ 彼 を 嘉 し た 
まえ 一 の 構 威 に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与 
。 えた まえ ーー は こう 言わ れ た 


まこ と に アッ ラー は 、 あ ら ゆ る 事柄 に た いし イフ サー ン 1 【〔 善 処 〕) を 命ぜ られ 

た 。 し た が っ て お 前 た ち は 人 を 殺す 時 に も 良く 殺し 、 動 物 を 層 る 時 に も 良く 

層 ら な けれ ば な ら な い 。 お 前 た ち は 刃 を よく 人 鋭 ぎ 、 層 られ る 動物 の 苦し み を 
。 和 げ る べき な の で ある 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


第 2 の 伝承 計 ($) 参 照 


第 18 の 伝承 
アブ ー・ ザ ッ ル ・ ジ ュ ン ドウ ブ ・ イ ブン ・ ジ ュ ナ ー ダ と アブ ー・ ア ブ ド ッ ラ 
フ マ ー ン ・ ム アー ズ ・ イ ブン ・ ジ ャ バル ー ア ッ ラ ー よ 彼ら 両 名 を 嘉 し た まえ 
ー の 権威 に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 御 使 い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た 
。 まえ 一 は こう 言わ れ た 


どこ に いよ うと アッ ラー を 虹 れ よ 。 悪行 を 犯し た あと に は 、 そ れ を 拭い 消す 
。 よう な 善行 に 努め よ 。 ま た 他人 と は 良い 付き 合い 1 を 保つ こと 


これ は アッ ティ ルミ ズィー の 伝え て いる 伝承 で ある 。 彼 は これ を 優れ た 伝承 
。 だ と 言っ て お り 、 ま た 他 の 版 で は 優れ た 正しい 伝承 と し て いる 


原文 で は 良き 性 質 を も っ て 他人 と 付き 合え を と な っ て いる 。 本 文 の よう に 意 
o 訳し た 


第 19 の 伝承 
アッ パー ス の 息子 、 ア ブ ル アッ バー ス ・ ア ブ ド ッ ラー フー アッ ラー よ ょ 彼ら 
。 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


ある 日 私 が 預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の 後ろ 1 に 座っ 
て いる と 、 預 言 者 は 私 に こう 言わ れ た 。「 い いか 若者 よ 、 お 前 に いく つか 教 
訓 2 を 与え て や ろう 。 〔 い つも 〕) アッ ラー を 念 ず る の だ 。 そ うす れ ば アッ ラー 
は お 前 を お 護り 下さ る だ ろう 。 ア ッ ラ ー を 念 ず れ ば 、 お 前 は アッ ラー を 眼 の 
前 に 見 る こと が で きる 。 願い ご と が あれ ば アッ ラー に お 願い し 、 頼 みごと が 
あれ ば アッ ラー に 助け を 求め る の だ 。 い いか 、 も し も 人 々 が 集まっ て お 前 を 
何 か の 手段 で 助け よう と し て も 、 結 局 彼ら は アッ ラー が お 前 の た め に 予め 定 
め ら れ た 3 手段 で 助け る に すぎ な い 。 人 々 が 寄り 集 っ て お 前 に 何 か 害 を 加え る 
に し て も 、 ア ッ ラ ー が 予め 定め られ た こと で 危害 を 与え る だ け だ 。 〔 定 め を 
記し た 〕 ペン は すでに な く 、 〔 そ れ が 書か れ た 〕) 頁 は も う 電 いて し まっ て い 
「 る 。4 


これ は アッ ティ ルミ ズィー の 伝え て いる 伝承 で ある が 、 彼 は これ が 優れ た 正 
。 し い 伝承 だ と し て いる 


。 アッ ティ ルミ ズィー 以外 に も 〔 こ れ に 類する 〕 つぎ の よう な 伝承 が ある 


アッ ラー は お 前 が いま だ に 苦境 に ある と 認め て 下さ る で あろ う 。 い いか 、 お 
前 に ふり か か っ た こと は お 前 を 苦し め る た め の も の で は な か っ た し 、 お 前 を 


苦し め た こと は お 前 に ふり か か る た め の も の で も な か っ た の だ 。 勝利 は 忍 
と 共に あり 、 安 培 は 悩み と 共に 、 楽 は 苦 と 共に ある こと を 胆 に 鉛 じ な けれ ば 
。 な ら な い 


同じ 乗り 物 の 後ろ の 意 ヽ 
。 原文 は 言葉 を 教え る と な っ て いる 。 意 訳 Y 
。 原文 は 書か れ た と な っ て いる Y 


。 すでに 定め られ て し まっ た こと は 変更 が きか な いと いう 意味 # 


第 20 の 伝承 
アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ウ ク バ ・ イ ブン ・ ア ムル ・ ア ルアン サー リー・ ア ル バ 
。 ドリ ーー アッ ラー ょ よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


アッ ラー の 御 使 い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ 
。 た 


人 々 が 認め て いる 最初 の 預言 1 の 言葉 に 、 つ ぎの よう な も の が ある 。「 お 前 が 
「 恥 か し いと 思わ な いな ら ば 、 好 きなこ と を する が よい 。2 


。 これ は アル ブ ハ ー リ ー の 伝え て いる 伝承 で ある 


。 ムハンマド 以前 の 預言 者 た ちの 言葉 


Y 
この 伝承 に は 二 つ の 解釈 が 可能 だ と され て いる 。4) 療 恥 心 を 感じ な い 限 り 、 


人 間 は 良心 の 命ずる まま に 過ち を 犯す こと な く 行 動 す る こと が 出来 る 。B) 療 
恥 心 を 持ち 合わ せ ぬ 者 に 対し て は 、 好 き 勝 手 な こと を 止め させ る 手段 は な い 


oO 


第 21 の 伝承 
アブ ー・ ア ムル 一 彼 は アブ ー・ ア ムラ と も 言わ れ て いる 一 ス フ ヤ ー ン ・ イ ブ 
ン ・ ア ブ ド ッ ラー フー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え 
。 て いる 


私 は 言っ た 。 「 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 貴 方 以外 の 誰 に も 訳 ね る こと の で き な 
いよ うな 、 イ スラ ー ム に 関す る 話 を きか せ て 下さ い 。」 す る と こう 答え られ 
「。 た 。「 私 は アッ ラー を 信じ ます と 言い 、 そ れ か ら 行 な い を 正す こと だ 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


第 22 の 伝承 
アブ ドッ ラー フ ・ ア ルアン サー リー の 息子 、 ア ブー・ ア ブ ド ッ ラー フ ・ ジ ャ 
。 一 ビル ー ア ッ ラ ー よ 彼ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 


ある 男 が アッ ラー の 御 使 い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 に 訳 

ね て 言っ た 。「 貴 方 は 、 も し 私 が 定め の 礼拝 を 務め 、 ラ マダ ー ン 月 に 断食 を 

行ない 、 許 され た も の を 許さ れ た も の 、 禁 じ ら れ た も の を 禁じ られ た も の と 

し た ら 、 そ れ 以 上 何 を し な く と も 楽園 に 行け る と 思わ れ ま すか 。」 す る と 御 
。 使い は 「 そ の 通り 」 と 答え られ た 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


第 23 の 伝承 
アブ ー・ マ ー リ ク ・ ア ル ハ ー リ ス ・ イ ブン ・ ア ー ス イィ ム ・ ア ル ア シ ュ ア リー 
ー ア ッ ラ ー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 。 ア ッ ラ ー の 
。 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 は こう 言わ れ た 


清潔 さ は 信仰 の 半分 で ある 。 ア ル ハ ム ド リ ッ ラ ー 【〔 讃 え あ れ ア ッ ラ ー〕) と い 
う 言 葉 は 笠 を 満た し 、 ス ブ ハ ー ナ ッ ラ ー 〔 完 全 無欠 の アッ ラー よ 〕 と アル ハ 
ム ド リ ッ ラ ー1【〔 讃 え あ れ ア ッ ラ ー〕 の 2 つの 言葉 は 天地 の 間 す べ て を 満た す 
。 礼拝 は 光 で あり 、 施 し は 明らか な る 証拠 、 妨 耐 は 明り 、 そ し て クル アー ン 
は お 前 の た め の 証 拠 も し く は 反証 2? で ある 。 人 は みな 1 日 を 朝 か ら 始 め 、 自 分 
の 魂 を 売る 3。 た だ し その 結果 魂 を 自由 に する 者 も あれ ば 
。 それ を 破滅 に 導く 者 も ある 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


二 つ と も アッ ラー を 賞賛 、 賛 嘆 す る 表現 。 こ こ で は これ ら の 言葉 を 唱え る こ 
。 と の 宗教 的 価値 を 説い て いる 


。 立 悪 の 基準 で ある こと を 意味 し て いる Y 


ヤ 
この 部 分 は 文学 的 表現 だ が 、 一 日 は 一 生 の 比 史 と し て 理解 され よう 。 生 涯 を 
。 通じ て 人 は 魂 を アッ ラー に 引き 渡す か 、 そ れ 以 外 の も の に 売り 渡す 


第 24 の 伝承 
アブ ー・ ザ ッ ル ・ ア ル ギ フ ァ ー リ ーー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に 
よる 。 彼 は 至 大 至高 の 主 1 が 預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 
ーー に 語ら れ た こと と し て 、 預 言 者 か ら こ の 伝承 ? を 伝え 聞い て いる 。 主 は こう 
。 申 され た 


わが 下僕 ら よ 、 私 は 不正 を 私 自身 に 禁じ 、 お 前 た ちの 間 で も 禁じ た 。 そ れ ゆ 
。 え た が い に 不 正 を 働い て は な ら ぬ 


わが 下僕 ら よ 、 私 が 手 ず か ら 導 いた 者 を 除い て は すべ て 迷い の 道 を 行く 者 で 
。 ある 。 そ れ ゆ え 私 に 導き を 求め れ ば 、 正 し い 導 き を 得 ら れ よ う 


わが 下僕 ら よ 、 私 が 自ら 養う 者 を 除い て は すべ て 負え に 悩む 者 で ある 。 そ れ 
。 ゆえ 私 に 糧 を 求め れ ば 、 糧 食 を 授かる で あろ う 


わが 下僕 ら よ 、 私 が 衣服 を 与え る 者 の 他 は すべ て 生れ た まま の 裸 で ある 。 そ 
。 れ ゆ え 私 に 衣服 を 求め れ ば 、 願 い は 叶え られ よう 


わが 下僕 ら よ 、 お 前 た ち は 昼 も 夜 も 罪 を 犯す が 、 私 は すべ て の 罪 の 救 し 手 。 
。 それ ゆえ 私 に 赦し を 求め れ ば 、 罪 も 赦 さ れ よ う 


わが 下僕 ら よ 、 私 を 損 な お うと し て も それ は か な わ め ぬこ と 。 私 の た め に な る ろ 
。 うと 支 め て も それ も か な わな い 


わが 下僕 ら よ 、 も し も お 前 た ちの 最初 の 者 、 最 後 の 者 、 人 間 や ジン が みな 、 
仲間 の うち で 一 番 敬 虚 な 心 の 持 主 の よう で あっ た と し て も 、 そ れ で 私 の 王国 
。 に 何 ひ と つ 付け 加え る こと は で き な い 


わが 下僕 ら よ 、 お 前 た ちの 最初 の 者 、 最 後 の 者 、 人 間 や ジン が みな 、 仲 間 の 
うち で も っ と も 邪悪 な 者 の よう で あっ た に し て も 、 そ れ で 私 の 王国 か ら 何 ひ 
。 と つ 減 ずる こと は で き な い 


お 前 た ちの 最初 の 者 、 最 後 の 者 、 人 間 や ジン が こぞって ひと 所 に 立ち 、 も の 

を せ が み 、 私 が みな に 望み の も の を 分 け 与 えた と し て も 、 そ れ で 私 の 持ち も 

の が 何 ひ と つ 減 る 訳 で は な い 。 減る と し て も 大 洋 に 人 針 を 入れ 〔 そ の 分 だ け 水 
。 が な く な 〕) る よう な も の 3 


わが 下僕 ら よ 、 私 が 数 え あ げ る の は お 前 た ちの 行ない ば か り 。 い ずれ それ に 
。 相応 し い 報 酬 を 与え る こと に し よう 


それ ゆえ 善き こと 4 を 見 出す 者 に は 、 ア ッ ラ ー を 讃え させ よ 。 そ れ 以 外 の も の 
。 し か 見 出せ ぬ 者 に は われ と わが 身 を 非難 させ よ 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


o アッ ラー の こと 、 


この 種 の 伝承 は Hadith Y 
Qudsi つ まり 聖なる 伝承 と 呼ば れ て いる 。 こ れ は 預言 者 が アッ ラー か ら 直 接 聞 
いた 言葉 と し て 伝え て いる も の で ある 。 一 般 の 伝承 の 内 容 は 預言 者 の 言葉 で 
ある が 、 聖 な る 伝承 の 内 容 は 必ず し も アッ ラー 自身 の 語ら れ た 言葉 その まま 
で ある 必要 は な い が 、 と に か く ア ッ ラ ー の お 言葉 で ある た め 、 一 段 と 価値 が 
高い と され て いる 。 た だ し クル アー ン 」 の 一 部 と みな され る よう な こと は 
。 ない 


。 全て の 被 造物 に 対す る アッ ラー の 超越 性 を 示唆 し て いる Y 


。 例 えば 来世 に お ける 善き こと < 


第 25 の 伝承 
。 これ も また アブ ー・ ザ ッ ル ー ア ッ ラ ー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 の ある 教 友 1 た 

ち が 預 言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 に 言っ た 。「 ア ッ ラ 

ー の 御 使い よ 、 裕 福 な 連中 が 〔 ア ッ ラ ー の )〕 報奨 を 独り 占め に し て し まい ま 

す 。 あ の 連中 は われ われ 同様 礼 排 し 、 わ れ わ れ 同 様 断 食し た うえ に 、 施 し の 
「。 た め に た っ ぷり 富 を 分 け 与 えて いる の で すか ら 


する と 預言 者 は 答え られ た 。「 ア ッ ラ ー は 君たち に も 、 施 し と し て 分 け 与 え 

る も の を 創 ら れ な か っ た か ね 。 実際 、 ど の タス ピー ハ 2 も 施し で あり 、 ど の タ 

クビ ー ラ 3、 タ フミ ー ダ 4、 タ フリ ー ラ 5 も すべ て 施し な の で ある 。 善行 を 勧め 

る こと も 施し な ら 、 悪 行 を 戒め る こと も 施し で あり 、 君 た ちの 性 の 営み の 中 
「。 に すら 施し が ある の だ か ら 


そこ で 教 友 た ち が 言 っ た 。 「 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 わ れ わ れ の 誰か が 性 欲 を 
満足 させ た と し て も 、 そ の た め に 報奨 が 得 ら れる の で すか 。」 そ れ に 答え て 


預言 者 は 言っ た 。「 ど うだ ね 、 も し 誰か が 禁じ られ た や り 方 で それ を し た ら 
、 罪 を 犯す こと に な り は し な いか ね 。 同 様 に 許さ れ た や り 方 で する な ら 、 報 
「。 奨 に あず か る の か が 道理 だ ろう 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


教 友 と は 預言 者 と 直接 面識 が あり 、 彼 を 信じ 、 ム スリ ム と し て 他界 し た 者 を 
。 指す 。 ア ラビ ア 語 で は sanabi、 複 数 は ashab も し く は sahabah で ある 


スプ ブ ハ ー ナ ッ ラ ー と 唱え る こと 。 第 23 の 伝承 計 (1) 参 照 
。 アッ ラー フ ア ク バル ( アッ ラー は 至 大 な り ) と 唱え る こと Y 
アル ハム ドウ リッ ラー と 唱え る こと 。 第 23 の 伝承 計 (1) 参 照 # 


。 ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー ( アッ ラー 以外 に 神 は な し ) と 唱え る こと 


第 26 の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て 
。 い る 


。 アッ ラー の 御 使 い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 言わ れ た 


あら ゆる 人 間 の すべ て の 手足 の 骨 は 、 陽 が 昇っ た ら 毎日 施し を し な けれ ば な 

ら な い 。 相手 と きち ん と 付き あう こと も 施し な ら 、 人 が 乗り 物 に 乗る の を 助 

けた り 、 そ こ に 抱き あげ て や っ た り 、 持 ち も の を 渡し て や る こと も 施し で あ 

る 。 優 し い 言 葉 も 施し な ら 、 礼 拝 に 赴く 一 歩 一 歩も 、 道 路 か ら 危 険 な も の を 
。 取り 除く こと も 施し で ある 


。 こ の 伝承 は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が 伝え て いる 


第 27 の 伝承 
アン ナウ ワー ス ・ イ ブン ・ サ ム ア ー ン ーー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 
に よれ ば 、 預 言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ 
。 た と の こと で ある 


高潔 さ は 良き 徳 性 で ある 。 〔 そ れ に 引き か え 〕 悪事 は 魂 に 染み 付き 、 お 前 は 
。 他人 に それ を 診 索 され る こと を 嫌う だ ろう 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


他 に も ワー ビ サ ・ イ ブン ・ マ アバ ドー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に 
。 よる 伝承 が ある 。 彼 は 伝え て いる 


預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 言わ れ た 〕) 「 お 前 は 高 

潔 さ に つい て 誤 ね る た め に や っ て 来 た の か ね 。」 私 は 「 は い 、 そ の 通り で す 

」 と 答え た 。 す る と 預言 者 は 言わ れ た 。 「 自分 の 心 に 訳 ね て みる が よい 。 高 

潔 さ と は 魂 が 満ち 足り 、 心 も 満足 を 覚え る よう な も の だ 。 だ が 悪行 は 魂 に し 

みつ き 、 他 人 が 繰り 返し 「 お 前 が 法 的 に 正しい と 言っ て くれ て も 、 胸 さわ 
「 ぎ を 覚え させ ず に は いな い 。 1 


これ は 2 人 の イマ ー ム 、 ア フ マ ド ・ イ ブン ・ ハ ン バ ル と アッ ダー リ ミ ー の ム ス 
。 ナド 2 の 中 に 収め られ た 由緒 正しい 伝承 の 鎖 3 を 持つ 優れ た 伝承 で ある 


伝承 の 編者 は 上 記 の 二 つ の 伝承 を 一 緒 に 記載 し て いる が 、 こ れ は 両者 が 主題 
。 、 文 章 の 点 で 類似 し て いる た めで あろ う 


。 主題 別 で は な く 、 預 言 者 か ら 伝 承 を 伝え 聞い た 人 物 別 に 編 ま れ た 伝承 集 Y 


ヤ 
伝承 を 聞き 伝え た 人 々 の 系 列 を isnad ( 伝承 の 鎖 ) と 呼ぶ 。 た と えば C は B か 


ら 、B は A か ら 、A は 預言 者 か ら か く か く の 話 し を 聞い た と ある 場合 、C B 
A を 伝承 の 鎖 と いう 。 こ れ ら の 人 物 が 宗教 心 、 人 格 、 識 見 と も に 優れ て い 
。 れ ば いる ほど 、 伝 承 自体 の 価値 も 高い 


第 28 の 伝承 
アブ ー・ ナ ー ジ フ ・ ア ルイ ル バ ー ド ・ イ ブン ・ サ ー リ ヤー アッ ラー よ 彼 を 副 
。 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 、 わ れ わ れ 
の 心 を 長居 の 念 で 満た し 、 眼 か ら 涙 を 溢れ させ る よう な 説教 を な され た 。 そ 
こ で われ われ は お 願い し た 。「 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 い ま の お 話 は まる で 護 
れ の 説教 +1 の よう で し た 。 何と ぞ 私 ども に 良き 忠告 を お 与え 下さ い 。」 す る と 
御 使 い は 言わ れ た 。 「 私 は 忠告 し よう 。 至 大 至高 の アッ ラー を 明 れ 敬い 、 た 
と え 卑 し い 奴 隷 が お 前 た ちの 長 と な っ て も 、 耳 を 貸し 、 従 う の だ 。 お 前 た ち 
の うち で 【 長 〕 生き する 者 は 、 い ずれ さま ざま な 意見 の 相違 を 眼 の あたり に 
する で あろ う 。 だ か ら お 前 た ち は 私 の 言行 2、 正 し い 導 き を 受け て 正道 を 行く 
カリ フ た ち 3 の 言行 を 離れ て は な ら な い 。 是 が 非 で も それ に 紀 り つい て いる こ 
と だ 4。 新 た な 創り ご と に は 気 を つけ ね ば な ら な い 。 新しい 創り ご と は 【〔 異 敵 
者 の 〕 勝手 な 考え S で あり 、 そ れ は みな 道 を 踏み 迷わ せる も の な の だ か ら 。 あ 
「 ら ゆる 誤 誠 は 地獄 の 苑 火 の も の な の だ か ら 。6 


この 伝承 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アッ ティ ルミ ズィー の 2 人 が 伝え て いる 。 ア 
。 ツテ ィ ル ミズ ィ ー は 、 こ れ が 優れ た 正しい 伝承 だ と し て いる 


。 この 世に 永遠 の 別れ を 告げ る 者 の 最後 の 説教 の 意 ! 


Y 
言行 と 訳し た sunnah は 、 本 来 道 踏み 従わ れる べき 道 」 の 意 。 イ スラ ー ム 
に お いて 、 例 えば 預言 者 の 語っ た 言葉 、 行 っ た 行為 は 特に 後 の ム スリ ム の 規 


範 と な る 重要 な も の で ある た め 、 そ の よう な 意味 を 込め た 言行 」 と 訳 され 
。 る 


ヤ 
正道 を 行く カリ フ た ちと は 、 一 般 に 預言 者 を 継い だ 四 人 の 正統 カリ フ を いう 
。 。 この 場合 正統 と いう 訳 は 適切 で な いた め 、 原 義 を 取っ た 


。 原文 で は 歯 で し っ か り と 食らい つい て いろ 」 の 意 : 


@ 
bid'ah は 悪い 意味 で の 改革 、 そ こ か ら 異端 異端 者 の 教義 」 の 意 が あ 
。 る 


。 原文 は 道 を 踏み な 迷わ せる 者 は 効 火 の 中 に ある 」 の 意 い 


第 29 の 伝承 
ム ア ー ズ ・ イ ブン ・ ジ ャ バル ー ア ッ ラ ー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 
。 彼 は 伝え て いる 


私 は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 私 を 楽園 に 導き 、 地 獄 の 序 火 か ら 遠 ざ 
ける よう な 行ない に つい て 教え て 下さ い 。」 す る と 御 使い は 答え られ た 。「 
それ は 大 変 〔 重 要 〕 な 質問 だ 。 至 高 の ア ッ ラ ー の お か げ で 、【 難 し いこ と で 
も 〕 簡単 に し て いた だ いた 者 に は 手 易 いこ と だ が 。 ア ッ ラ ー を 主として 敬い 
、 ア ッ ラ ー に 似 た も の が ある な ど と 言わ ぬこ と 。 ま た 礼拝 を 行ない 、 喜 捨 1 を 
払い 、 ラ マダ ー ン 月 に 断食 し 、 〔 ア ッ ラ ー の 〕 家 に 2 巡礼 する こと 。 」 そ れ か 
ら こ う 付 け 加 えら れ た 。「 お 前 に 幸福 の 門 に つい て 教え て や る か な 3。 ま ず は 
断食 だ 。 こ れ は 盾 と いえ よう 。 つ ぎ に 施 し 。 こ れ は 水 が 火 を 消す よう に 過ち 
を 消す 。 それから 真夜 中 の 礼拝 だ 。」 そ れ か ら 彼 は クル アー ン の この 部 分 を 
唱え た 。『 そ の よう な 人 々 は 寝る 間 も 惜 し く 起き あがり 、 怖 れつ つ 、 願 いつ 
つ 、 一 心 に 主 に 祈り 、 わ れ ら の 授け た 結構 な も の を 心 お き な く 主 の 道 に 使う 
。 こ の 人 た ちの し て きた こと の 報い と し て 、 ど れ ほ どの 楽し み が 秘 か に 用 意 
され て いる か 、 誰 一 人 知る 者 は な い 。4』 そ れ か ら 彼 は 言っ た 。「 お 前 に 問題 
の 核心 、 そ の 柱 、 そ の も っ と も 際立っ た も の に つい て 教え て や ろう か な S$。」 


そこ で 私 は 答え た 。「 は い 、 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 ど うか お 願い 致し ます 。 
」 す る と 彼 は 言っ た 。 「 問 題 の 核心 と は イス ラー ム だ 。 そ の 柱 と は 礼拝 で 、 
も っ と も 際立っ た も の と は ジハード 6 だ 。」 そ れ か ら こ う 付 け 加 えた 。「 と こ 
ろ で お 前 が こう し た こと を どう し て 統御 し た ら よ いか 、 教 えて や ろう か な 。 
」 私 は 答え た 。「 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 何 と ぞ お 願い 致し ます 。」 す る と 彼 
は 舌 を つま ん で いっ た 。「 こ れ を 慎 し む の だ 。」 私 は 尋ね た 。「 ア ッ ラ ー の 
預言 者 よ 、 私 た ち は 口 に し た こと で 評価 され る 7 の で し ょ うか 。」 す る と 彼 は 
いっ た 。「 ム アー ズ よ 、 お 前 も お 袋 泣か せ だ な 8。 人々 の 舌 が 収穫 し た も の 以 
「。 外 に 、 一 体 彼ら を 地獄 に 逆 落 し ゅ の 9 に する も の が ある だ ろう か 


これ は アッ ティ ルミ ズィー が 伝え て お り 、 優 れ た 正しい 伝承 だ と し て いる 


第 2 の 伝承 計 (2) 参 照 


第 2 の 伝承 計 (3③) 参 照 


ヤ 
原文 で は 相手 の 関心 を 喚起 する よう な ・・・ 教 えて や る まい か な と いっ た 
。 否定 形 が 取ら れ て いる 。 た だ し ここ で は 表 定 的 に 訳し た 


2 
クル アー ン 第 32 章 16 - 17 節 。 原 文 で は クル アー ン よ り 長 い 部 分 を 引用 する 際 
に ムスリム 著述 家 が よく する よう に 、 引 用 の 冒頭 の 部 分 と 最終 の 部 分 の み が 
。 記さ れ て いる 


@ 
原文 で は 問題 の 頭 、 そ の 柱 、 そ の こぶ の 上 と な っ て いる 。 こ ぶ は も ちろ ん ラ 
クダ の こぶ の こと 。 こ こ で は 意訳 し た 。 ま た この 文 も 放 ( 3 ) の 場合 同 


様 ・・・ 教 えて や る まい か な と 否 定形 に な っ て お り 、 そ の 答え も いえ い 
えど うか ・・・ と な っ て いる が 、 和 育 定 的 に 訳し た 。 次 に 同様 な 例 が 続く 


が 、 こ れ も 到 定 的 に 訳し た 


アラ ビア 語 の ジハード は 一 般 に 聖戦 と 訳 さ れ て いる が 、 こ れ は いさ さか 誤解 


を 招き や すい 。 本来 この 言葉 は 戦闘 行為 の み で な く 、 イ スラ ー ム 発展 の た め 
の あら ゆる 替 力 を 指し て いる 。 従 っ て 原 意 を 尊重 し て アラ ビア 語 の まま と し 
。 た 


。 評価 と は 、 最 後 の 審 判 に お ける 評価 の こと Y 


A 
原文 で は 非難 を 込め た 慣習 的 表現 お まえ の お 袋 は お まえ に 死な れる ぞ と な 
。 つて いる 。 特 殊 な 表現 な の で 意訳 し た 


4 
逆 落と し と 訳し た 部 分 に は 異 版 が ある 。 原典 も 顔 を 真下 に し て 鼻 面 を 真 
。 下 に し て 」 の 両 説 を その まま 記載 し て いる 


第 30 の 伝承 
アブ ー・ サ アラ パ ・ ア ルフ シャ ニー・ ジ ュ ル スー ム ・ イ ブン ・ ナ ー シ ル ー ア 
ッ ラ ー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 御 使い 一 アッ ラー よ 
。 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ た 


至高 の アッ ラー は 種々 の 宗教 的 義務 を 定め られ た 。 し た が っ て それ を 越 ろ に 

し て は な ら な い 。 ま た さま ざま な 限界 を 設け られ た 。 し た が っ て それ を 踏み 

越え て は な ら な い 。 あ る 種 の こと が ら を 禁止 され た 。 し た が っ て その 禁 を 破 

っ て は な ら な い 。 アッラー が 言及 され て いな いも の も ある が 、 そ れ は お 前 た 

ち に た いす る 憐れみ の 心から で た も の で 、 決 し て うっ か り 忘 れ て いた か ら で 
。 は な い 。 だ か ら そ の よう な こと を 追い 求め て は な ら な い 


。 ア ッ ダ ー ラ クト ニー その 他 が 伝え て いる 優れ た 伝承 で ある 


第 31 の 伝承 
アブ = ル = ア ッ バ パ バース ・ サ フル ・ イ ブン ・ サ アド ・ ア ッ サ ー イ ディ ーー アッ ラ 
。 一 よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


ある 男 が 預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 の と ころ に や っ 
て 来 て 言っ た 。「 アッラー の 御 使い よ 、 私 が それ を すれ ば 、 ア ッ ラ ー も 人 々 も 


私 を 愛す る よう な 行ない に つい て 教え て 下さ い 。」 す る と 預言 者 は 言わ れ た 
。 「 現 世 か ら 身 を ひけ ば 、 ア ッ ラ ー は お 前 を 愛さ れる だ ろう 。 人 々 が 所 有 し 
「。 て いる も の か ら 身 を ひけ ば 、 人 々 は お 前 を 愛す る だ ろう 


これ は イブ ン ・ マ ー ジ ャ その 他 が 、 優 れ た 伝承 の 鎖 と と も に 伝え て いる 伝承 
。 で ある 


第 32 の 伝承 
アブ ー・ サ イー ド ・ サ アド ・ イ ブン ・ マ ー リ ク ・ イ ブン ・ シ ナー ン ・ ア ルフ 
ドリ ーー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 御 使い 一 
。 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ た と の こと で ある 


危 書 を 加え る こと 、 た が い に 人 危害 を 加え あう こと の いずれ も あっ て は な ら な 
e 


これ は イブ ン ・ マ ー ジ ャ 、 ア ッ ダ ー ラ クト ニー 等 が ム ス ナ ド 1 と し て 伝え て い 

る 優れ た 伝承 で ある 。 マ ー リ ク は その 著 『 ア ルム ワッ タウ 』2 の 中 に 、 ア ムル 

・ イブ ン ・ ヤ フ ヤ ー か ら 彼 の 父 、 預 言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え 

た まえ 一 へ と 遡る 鎖 を も つ ム ル サ ル 3 の 伝承 と し て これ を 記載 し て いる 。 た だ 

し 彼 は アブ ー・ サ イー ド の 名 を 記し て いな い が 、 ア ブー・ サ イー ド (の 権威 
。 に 関し て ]」 は た が い に 他 の 信 姓 性 を 強め あう 多く の 伝承 の 鎖 が ある 


。 預言 者 自身 か ら 最 後 の 伝承 者 まで 完全 な 鎖 を 持つ 伝承 


。 ア ナス イブ ン ・ マ ー リ ク の 閉 し た 伝承 と 法学 に 関す る 古典 的 な 書 Y 


ャ 

上 代 の ムスリム を 区 別 す る 手段 と し て 教 友 と 第 二 世代 」 の 別 が ある 。 教 

友 は 第 25 の 伝承 計 ( 1 ) で 指摘 し た よう に 、 預 言 者 と 直接 面識 の ある いわ ゆる 

第 一 世代 の ムスリム で ある 。 こ れ に 対し て 第 二 世 代 は 教 友 の 誰か と 面識 の 
。 ある ムスリム を いう 。 ア ラビ ア 語 で は tabiii 複 数 は tabiiun で ある 


と ころ で ムル サル の 伝承 と は 、 伝 承 の 鎖 が 最後 の 伝承 者 か ら 第 二 世 代 の 人 々 

に まで さか の ぼる だ け で 、 預 言 者 と の 中 間 に 教 友 の 名 が 挙げ うれ て いな いも 

の で ある 。 従 っ て ム ス ナ ド よ り 価値 は 低い が 、 ほ か に 異な る 伝承 の 鎖 が あれ 
。 ば 信 王 性 は 一 段 と 高まる と され て いる 


第 33 の 伝承 
アッ パー ス の 息子 一 アッ ラー よ 彼 ら 両 名 を 専 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 ア 
ッ ラ ー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ た 
。 と の こと で ある 


人 々 が 望む だ け の も の を 与え られ る と する な ら ば 、 彼 ら は 他人 の 財産 や 生命 
まで 要求 する だ ろう 。 た だ し 要求 する 者 に は 明らか な 証拠 が 必要 で あり 、 拒 
。 絶する 者 に は 交 い が 必要 で ある 1 


アル バイ ハ キ ー 等 は この 伝承 を この まま 伝え て いる 。 ま た この 一 部 は 2 つの 『 
。 サ ヒー フ 』2 中 に 記載 され て いる 


。 要求 する 側 、 拒 否 す る 側 い ずれ に も 正しい 根拠 が な けれ ば な ら な い の 意 


。 ア ル ブ ハ ー リ ー、 ム スリ ム の 伝承 集成 の 題名 


第 34 の 伝承 
アブ ー・ サ イー ド ・ ア ルフ ドリ ーー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よ 
。 る 。 彼 は 伝え て いる 


私 は アッ ラー の 御 使い アッラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ ー が こう 言 
。 わ れる の を 聞い た 


お 前 た ちの 誰 で も 、 悪 行 1 を 見 か けた ら 自 分 の 手 で それ を 変え る よう に する が 
よい 。 そ れ が で き な け れ ば 自分 の 舌 で 。 そ れ も で き な け れ ば 心 で 。 だ が それ 
。 し か で き な い 者 は 、 も っ と も 信仰 の 弱い 者 2 


。 これ は ムスリム の 伝え て いる 伝承 で ある 


。 尽 むべ きこ と 宗教 的 観点 か ら 避 けら れる べき こと 」 の 意 ! 


。 原文 で は 最後 の 場合 は 信仰 心 の 最も 弱い 現れ と いっ た 意 Y 


第 3S の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て 
。 いる 


。 アッ ラー の 御 使 い 一 アッ ラー よ ょ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 言わ れ た 


た が い に 始 みあ っ て は いけ な い 。 値 を つ リ 上 げ あ っ て も いけ な い 。 憎 し みあ 
い 、 背 を 向け あっ て も な ら な い 。 値 を 下げ あっ て も な ら な い 。 アッラー の 下 
僕たち よ 、 お 前 た ち は た が い に 兄 弟 で な けれ ば な ら な い 。 ム スリ ム た る 者 は 
他 の ムスリム の 兄弟 な の だ か ら 。 兄弟 を 虐げ た り 、 見 捨て た り 、 騙 し た り 、 
軽 し て は な ら な い 。 敬 虚 さ は ここ に ある の だ 。 一 こう いい な が ら 御 使い は 
自分 の 胸 を 三 度 指 差 さ れ た 一 
一 人 前 の 男 に と っ て 、 ム スリ ム の 兄弟 を 軽 蔵 す る な ど と いう こと は 、 悪 行 以 
外 の 何で あろ うか 。 す べ て の ムスリム は 他 の ムスリム に と り 侵 すべ か ら ざ る 
。 も の で ある 。 彼 の 血 も 、 財 産 も 、 名 誉 も 


。 これ は ムスリム に よっ て 伝え られ た 伝承 で ある 


第 36 の 伝承 


アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー よ 彼 を 喜 し た まえ の 権威 に よれ ば 、 預 言 者 一 
。 ア ッ ラ ー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は こう 言わ れ た と の こと で ある 


信者 か ら こ の 世 の 悩 み を 一 つ で も と り 除 いた 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 審判 の 日 の 
悩み を 一 つと り 除 いて 下さ る だ ろう 。 気の毒 な 人 を 優し く 面倒 見 た 者 に は 1、 
アッ ラー が 現世 と 来世 で 優し く 面 倒 を 見 て 下さ る 。 ム スリ ム を あつ く 計 護 し 
た 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 現世 と 来世 で あつ い 底 護 を 与え て 下さ る 。 ア ッ ラ ー は 
その 下僕 が 兄弟 を 助け る か ぎり 彼 に 援助 の 手 を さ し の べら れる 。 ま た 知識 を 
求め て 道 を 歩む 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 平坦 な 楽園 へ の 道 を 用 意 し て 下さ る 2。 ア 
ッ ラ ー の 家 の 1 つ に 集まっ て アッ ラー の 書 を 朗読 し 3、 た が い に そ れ を 学び あ 
う 者 た ちの 上 に は 、 か な ら ず 静けさ が 訪れ 、 慈 悲 が 彼ら を つつ み 、 天 使 た ち 
に と り 囲 まれ た 彼ら の 名 は 、 ア ッ ラ ー が 自ら の 近 み に と ど め お く 者 4 と し て 読 
みあ げ ら れる で あろ う 。 自 分 の 行ない で 道 $ を 進め な い 者 は 、 血 筋 を も っ て し 
。 て も 急ぎ 行く こと は で き な い 


。 ムスリム は この 伝承 を 、 こ の まま の 形 で 伝え て いる 


。 原文 は 生活 に 苦し む 人 を 楽に し て や る 者 に は 」 の 意 


。 原文 は 「 楽 園 へ の 道 を 容易 に し て 下さ る 」 の 意 Y 
ヤ 
アッ ラー の 家 は 例え ば マス ジ ド を 指す 。 ア ッ ラ ー の 書 は クル アー ン 」 の こ 
ぁ . 才 
。 アッ ラー は 気に入ら れ た 者 を 自分 の 側 と とどめ お か れる 


。 例え ば 楽園 へ の 道 * 


第 37 の 伝承 


アッ パー ス の 息子 一 アッ ラー よ 彼 ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 

至 大 至高 の 主 が 預言 者 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え を た まえ 一 に 語ら れ 

た こと と し て 、 預 言 者 か ら こ の 伝承 1 を 聞い て いる 。 栄 準 か ざり な き 至 高 の 主 
。 は こう 申 さ れ た 


アッ ラー は さま ざま な 善行 、 悪 行 を 定め 、 つ いで それ を 詳し く 説 明 さ れ た 。 

そし て 療 行 を し よう と 思っ た が それ を 果 さ な か っ た 者 の た め に は 、 完 全 な 善 

行 を 1 つ 行 な っ た も の と 【〔 帳 簿 に 〕 書き と め 、 善 行 を し よう と 思い た ち そ れ を 

実行 し た 者 の た め に は 善行 を 10、 そ の 700 倍 、 さ ら に は それ 以上 行なっ た も の 

と し て 書き と め る 。 ま た 悪行 を 思い た っ た が 、 そ れ を 実際 に 行なわ な か っ た 

者 の た め に も 、 完 全 な 善行 を 1 つ 行 な っ た と 書き と め る が 、 悪 行 を 思い た ち そ 
。 れ を 実行 し た 者 に は 、 悪 行 を 1 つ 行 な っ た と 書き と め る だ け で ある 


これ は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 2 人 が この まま の 形 で お の お の の 『 サ ヒ 
。 一 フ 』 中 に 記載 し て いる 伝承 で ある 


。 これ も 聖なる 伝承 で ある 。 第 24 の 伝承 計 (1) 参 照 


第 38 の 伝承 
アブ ー・ フ ライ ラー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て 
。 いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 言わ れ た 。 
。 至高 の アッ ラー は こう 申 さ れ た 


私 の 友 に 敵意 を 示す 者 に は 、 自 分 は 誰 に 対し て も 戦い の 宣言 を する 。 私 の 気 
に 入る こと を し て 私 に 近づこ うと 望む 下僕 1 は 、 自 分 に 課さ れ た 宗教 的 義務 を 
きち ん と 果す こと だ 。 定め られ た 義務 以外 の 良い 行ない に 努め る 下僕 は 、 ま 
すま す 私 に 近づき 、 つ い に は 私 の 愛 を か ち う る で あろ う 。 そ し て 私 が 彼 を 愛 
する よう に な れ ば 、 私 は 彼 の 聞く 耳 、 彼 の 見 る 眼 、 彼 の 打つ 手 、 彼 の 歩く 足 


と な ろう 。 彼 に 願い ご と が あれ ば 私 は か な ら ず 叶え 、 彼 が 避難 所 を 求め あれ ば 
。 か な ら ず それ を 用 意 し て や る だ ろう 


。 こ の 伝承 は 、 ア ル ブ ハ ー リ ー の 伝え て いる も の で ある 


。 アッ ラー の 下僕 、 つ まり ムスリム の こと い 


第 39 の 伝承 
アッ パー ス の 息子 一 アッ ラー よ 彼 ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よれ ば 、 ア 
。 ッ ラ ー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 言わ れ た 


アッ ラー は 私 の た め に 、 私 の 民 の 過ち 、 怠 慢 、 気 の り の な さ を お 赦し 下さ っ 
。 た 


イブ ン ・ マ ー ジ ャ 、 ア ル バ イ ハ キ ー 等 に よっ て 伝え られ た 優れ た 伝承 で ある 


【 


第 40 の 伝承 
ウマ ル の 息子 1 一 アッ ラー よ 彼 ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え 
。 て いる 


アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 、 私 の 肩 に 
。 手 を か け て 言わ れ た 


。 この 世に お いて は 、 異 邦人 か 旅人 の よう に 暮らせ 2 


また ウマ ル の 息子 1 一 アッ ラー よ 彼 ら 両 名 を 嘉 し た まえ ーー は 、 よ く 次 の よう な 
。 言葉 を 口 に し て いた 


朝 に は タ ベ べ を 期待 する な 3 。 タ べ に は 朝 を 期待 する な 。 病 い の た め に 健康 を 
。 ふり あて 、 死 の た め に 生 を ふり あて よ 


。 こ の 伝承 は アル ブ ハ ー リ ー が 伝え て いる 


。 第 2 の 伝承 中 (1) 参 照 


。 束の間 の 現世 に 執着 せ ず 、 永 遠 の 生 で ある 来世 に こそ 執着 せよ 
ヤ 
善行 を 一 日 延ばし に し て は な ら な い 。 朝 思い 立っ た こと を 夕方 すれ ば よい な 
ど と 後回し に し て は な ら な い 。 こ の 伝承 は 全て 善行 を 主題 と し て いる 。「 病 の 


た め に ・・・ は 次 の よう に 解釈 され る 。 健康 な 時 に は 様々 な 宗教 的 義務 を 
きち ん と 果たす こと が 出来 る 。 だ か ら そ の 間 に 来 世 の 報奨 を 期待 で きる 善行 
。 を 積ん で お け 
第 41 の 伝承 


アム ル ・ イ ブ ヌ = ル = ア ー ス の 息子 ・ ア ブー・ ム ハン マ ド ・ アブド ッ ラー フー 
。 アッラー よ 彼 ら 両 名 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


。 アッ ラー の 御 使 い 一 アッ ラー よ ょ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 一 は 言わ れ た 


愛着 まで も が 私 の も た らし た も の に 相応 し く な ら な いか ぎり 、 本 当 の 信者 と 
。 は いえ な い 1 


これ は 、『 キ ター ブ = ル = フッ ジャ 』2 か ら と っ た 正しい 鎖 を 持つ 正しく 優れ 
た 伝承 で ある 。 3 


: 計 
1 
愛着 と 訳し た 語 hawan は 、 愛 情 、 欲 望 、 快 楽 等 の 意味 が ある 。 愛着 は 訳語 で 
も 一 番 控 え め な も の 。 と に か くそ れ は 人 間 の 意志 で 統御 し に くい も の で ある 
が 、 愛 着 ま で が イス ラー ム 精 神 に か な っ て いな い 限 り 、 本 当 の 信者 と は 言え 
。 な い の 意 


Y 
アブ = ル = カ ー シ ム ・ イ スマ ー イ ー ル ・ イ ブン ・ ム ハン マ ド ・ ア ル = イ ス フ ァ 
。 ハー ニー 〔 ヒ ジュ ラ 暦 3$ 年 没 ) の 著書 。 証 明 の 書 の 意 


ヤ 
著書 、 アン ナ ワ ウィ ー は 本 書 の 題名 を 40 の ハデ ィ ー ス と し て いる が 、 更 に 
。 2 つの 伝承 を 付け 加え て いる 


第 42 の 伝承 
。 アナ スー アッ ラー よ 彼 を 嘉 し た まえ 一 の 権威 に よる 。 彼 は 伝え て いる 


私 は アッ ラー の 御 使い 一 アッ ラー よ 彼 に 祝福 と 平安 を 与え た た まえ 一 が こう 言 
。 われ る の を 聞い た 


。 至高 の アッ ラー は 申 さ れ た 1 


アー ダム の 息子 よ 2、 お 前 が 私 を 呼び 求め 、 私 に (心から 〕 願う か ぎり は 、 お 

前 の し で か し た こと を 赦し 、 大 目 に みて や ろう 。 ア ー ダ ム の 息子 よ 、 お 前 の 

罪 が 空 の 雲 に 届く 程 で あっ て も 、 私 に 赦し を 求め さえ すれ ば お 前 を 赦し て や 

ろう 。 ア ー ダ ム の 息子 よ 、 お 前 が この 地球 と 同じ ほど の 大 罪 を 犯し て 私 の と 

ころ に や っ て き て も 、 私 の 姿 を 見 て 私 に 似 た も の は 存在 し な いと 思う な ら 、 
。 それ 3 と 同じ 薇 し を 与え て や ろう 


これ は アッ ティ ルミ ズィー に より 伝え られ て いる が 、 彼 に よれ ば 正しく 優れ 
。 た 伝承 で ある 


。 これ も 聖なる 伝承 で ある 。 第 24 の 伝承 計 (①) 参 照 


Y 
アー ダム は 人 類 の 始祖 と いわ れる アダ ム の こと 。 ア ー ダ ム の 息子 は アー ダム 
。 の 商 、 す な わ ち 個々 の 人 間 を 指す 


o それ は 地球 を 指す 。 2 め ラー の 赦し の 寛大 さ を 示 す 伝 承 で ある M 
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